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本報 は分類 の 部 （B） Hansenuta属 に 関す る第 6 報で あ る．実験方法 そ の 他すべ て 前報
D

に 準 じ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 菌 株 の 分 類

£ Hansenula　anomata 　var ．（］ifcrrii　I．ODDER 　et 　KREGER −VAN 　RIJ

　Syn ．　Hansenula　 Ctferrti　LODDER

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　分 離試料 及び方 法

分離試料を次の 表 に示す．

菌 株 番引 分 　　離 　　試　　 料 隣 繙 号 分 　　離 　　試　　料

No ．287No

．288

生 甘 藷皮（和歌山県，日高 郡 ）

山廃 翫 （青 森 県，八 戸 酒類 第 3 工 場 ）

No ．289No

．290

山 廃 翫 （秋田 県，北 鹿 酒類第 2 工 場）

　 rt　 （秋 田 県，渡 辺 彦兵衛商店

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 皿　 実 験 及 び 結 果

（A ） 細胞 の 形状，大 さ （麦芽汁 25〜26℃ ， 3〜4 日）

llilPt
− pt

：llT：：：：
・… 8・ iiと し て 楕 彫 稀 に 轍 長齟 1・・9−一・… 4・・一・・°

・・ 2881 毒錫垂藕雅楕彫

卵 円 形 ，

　　　長卵 円 形
稀 に 球 i… 一・… 5・1−一・… （… ）

2 − （・・7）2

・・ 劉 茜纏 管聽纛戮燹、

稀 1… 一・… 4・・一・・7・… 8・2− （3・2）2

・・ 29・ 隣 驪 麌臨 纏鏨鞭 1… 一・・・・ … 一・・嘘 3・2− （・・2・2

　即ち各菌株を通 じ，主 と して 楕円形 ・卵円 形次い で 球形 に して ， 典 型 的 な延長形を欠 く （附図参照）．

　（B ）　液体培養 ：麹汁及 び 麦芽汁上，各菌株 を通 じ産膜性弱 く，25〜26℃ ，3・− 4 日後微か に 器壁 に 上 昇 し，

極 めて 菲薄 な皮膜の 痕跡を認 め られ るの み ， 約 1週間後漸 く灰白色 の 極めて 菲薄平滑 な 皮膜 を形 成 す るが ，

　（No ，287
，
　 No ・290 の 2株 は 完全な 皮膜 を 形 成 しな い 場合 が 多い ．）日 を経 る も決 して 肥厚しない ．醗 酵に 依

　る気泡の 発生 を認 め ，
エ ス テ ル 様芳 香 を 放 ち，液 は始 め 溷独す るが後沈澱酵母を生ずるに 至 り梢々透明 とな

　 る N
（附図参照）．

　 （C ）　 劃 線 培養 ：

　麦芽汁寒天 （17℃ ，
1 ヵ 月）……

各菌 株 を 通 じ黄 白色 乃 至帯黄褐色，湿潤光沢の あ る平滑扁平 な 菌苔をつ く

る．周緑 は 概ね 単調 ， 僅か に 細 か い 鋸 歯状 に 出入 し， 麋 々毛 状 を呈す る．

　蚤 本 菌 株 群 の 産膜性の 微弱 な る事 は，分 類 上 注 目す べ き性質 で あ るが ， 本菌株群 同 様 麹 汁及 び 麦 芽 汁 上 皮膜

形 繭 め て 微 弱 乃 至 不 完全 な Han ・・nUta 　・・ferril　L・DDER （NRRL −Y　l322）・
Hansenut・　 stteP ・tli・al・・a　BEDFORD

（NRRL ・Y 正683）の 2 株 を 本 菌 株 群 と共 に ， 次 の 組 成 培 地 に 培養 し た 処，すべ て の 菌株を 通 じ25〜26℃ ・ 3−・4

日後既 に 明 らか に 管 壁 に 上 昇 し ， 麹汁乃 至 麦 芽 汁 に 比 し て 梢 々 発 育 良 好 で，菲 薄 乍 ら平滑乃至 微褶 襞 の あ る皮 膜

を 形 成す る 事 を認 め た．

　エ チ ル ・ア ル コ ＿ル …3 ％，（NH4 ）2SO4
…O．5％，カ ザ ミ ノ 酸…0・5％ ， ト リ プ トプ ア ン …0・005％ ，　KH2PO4 …

0．1％ ，
MgSO47aq …0．05％ ，

ビ タ ミ ン 混 液 …LODDER の 濃度．（以 下 assimilation 　media と 略称す る），
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　麹汁寒天 （25℃ 3〜 4 日 ）……麦芽汁寒天培地に 酷似 す る．

　（D ） 仮菌糸の 生成 （S1三de　cultures ）：
一

般に 仮菌糸の 延び良好 ， 長形の 細胞 の 連結部及び そ の 附近 よ り 1〜

3 ケ の 梢 々 短形の Blastosporeを生 じ
“MycQtor “IQides

’
廷ype を呈 す る が ， 夊菌糸の 延 び 梢 々 悪 く，長形の細

胞数 ケ 連結 し ， 尖端梢 々膨大し棍棒状を呈 す る もの もあ る （附図参照）．

　（E ） 胞子の 形状及び子嚢形成時に 於 ける接合 の 有無 ： 各種培地 に 単性生殖 に 依 り帽子形 の 胞子を形成し， 毎

子嚢中普通 2 ん 9 ケ ， 稀に 1又 は 4 ケ の 胞子を有 し， 子嚢 は破れ易 く屡 々遊離胞子を認む．大 さ は輪片を 除 き

3・3−−2．1 × 2．2−−1．4μ （附図参照）．

　（F ＞ 発育最高限界 温 度 ： 各菌株を通 じ37〜39℃ に 位す る．

　（G ） 胞子形成の 最高限界温度 ： 各菌株を通 じ31〜33℃ に 位す る．

　 （H ） 糖類の 醗酵性 ： 各菌株を通 じ G 且ucose
，
　Galactose （弱），

　 Saccharose
，
　Raffinose を醸酵す るが ，

　 Maltose

は醗酵しな い か夊は極 め て微弱で あ る．

　（！） 糖類 の 同 化 ：各菌株を 通 じ Glucose
，
　Saccharose

，
　Maltose を 明 らか に 同化し ，

　 Galactose は微弱乍ら同

化 し ，
Lactose を全 く同化 しな い ．

　（J）　硝酸塩及び亜硝酸塩 の 同化 ：各菌株を通 じ陽 性．

　（K ）　 エ チ ル ・ア ル コ ール の 同化 ： エ チ ル ・ア ル コ
ール を同化 し， 明 らかに 発育す るが， 極め て 菲薄な皮膜を

っ くり， 液は溷 独す る．

　（L）　 ア ル ブ チ ン 分解 ： すべ て の 菌株を通 じ 陽性．

　（M ） エ ス テ ル 様芳香生成 ： すべ て の 菌株 を通 じ て 陽性，

　（N ）　 ビ タ ミ ン 類 の 要求 ： すべ て の 菌株 を通じて ビ タ ミ ン 類 を添加 して い な い 合成培地に 発育す るか らビ タ ミ

ン 要求の な い 事が 認 め られ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　 類 縁 及 び 考 察

　本菌株群はすべ て 硝酸塩及 び 亜 硝酸塩を同化 し， 糖類 の 醸酵性強 く，
ア ル ブ チ ン 分解 ，

エ ス テ ル 様芳香生成共

に 陽性 で ， そ の胞子 が特有の 帽子形 を呈 す る等の 諸性質 よ り明 らか に Hansentila属の 菌株で あ るが ， 麹汁乃至

麦芽汁等 の濠体培地上産膜性微弱 で ，
25〜26℃ 約 1週閭の 後極 め て 菲薄 に し て 旗 々 不完全 な 平滑な 皮膜を つ く

るに 過 ぎ「凱　 Glucose
，
　 Saceharose

，
　 RaMnose を釀酵し，

　 Maltose は同化 す る がそ の 醗酵性を全 く欠 くか 微

弱で あ るか ら，
R ）DDER 等 D の 分類に 従い そ の 類縁を求むれば HanSenula　 anomala 　 var ・ciferrti　 LODDER と

Hansenula　 subPelliCulosa 　BBDFORD が あ る．而 し て 同氏等 の 分類表 に 於い て は ，
　H ・anemala 　 var ・Ctfetrti を b 項 の

Fermentation 　ef 　glucose，　galactose，　saccharose ，
　maltose 　and 　raffinose に 属す る H ・anomala の 産膜性 の 遅 く且

つ 弱 い一変種 と し て い る．一
方 WICKERHAMS ） は H ．　anemala 　var ・Ctferrti　IC就 い て 迫試 し た結果， 著者等の 分離

した野生株に 於 け る実験結果と同 様に Maltose　is　fermented　very 　weakly 　or 　not 　at　all と述べ ，更 に 糖同化及

び ビ タ ミ ン 要求を分類上の 要件 と見倣 し，
H ．　 anomala 　 vaT ・qifcrrilを Rhamnose を同化す る こ とに 依 つ て H ・

anomala と区別 し ，　 LODDER の 分離当初 の 学名 羝 clfe　rrE 　LODDER ．を採用 して い る．

　又H ・鋤 ρ8‘i‘9‘05α に就 い て は ， LODDER は こ れ を d 項 の FermentatiOn　of 　glucese，　 saccha 「ose 　and 「affnose
・

maltose 　is　 assimilated 　but　 very 　 weakly 　 or 　 not 　fcrmented に 属す る もの とし た が，上 述 WICKERHAM の 醸酵

性 試験 か ら見れば H ．anomata 　var ．　Ctferrti と余 り相違が な い ．しか し WICKERHAM は H ・subPelliculosa を

External　 sourcc 　 of 　vitamin 　 reqiured の 項 に 編入 し 厂産膜性 の 微弱な る 事」 を species の 分類条件 と して 重 視 し

て 居 な い 事は BBDFORD4 ） と異つ て い る．

　著者等 は 自ら分離した菌株 と共に H ．subpelticutosct （NRRL ，　 Y −1683 ）並び に H ・‘沸 r虍 LODDER （NRRL ，

Y ’1322） の 原株 に 就 い て 比較検討 した 結果 ，
H ．　 subPetlicutOSe の み ビ タ ミ ン 要求種 で，他の 菌株 は すべ て 普通 の

H ・anQmala 種同様 ビ タ ミ ン 要求性の な い こ と を再確認 した．

　斯 くの 如 く H ．szcbPelli｛ulesa ど HCtTerrilとは 胞子の 形状 ， 産膜性の 極 め て 弱 い 点 ， 糖類 の 醸 酵及 び 同化性等

に於い て 酷似す るが ， 唯前者が ビ タ ミ ン 要求菌で Rhamnese を同化 せず ，後者 が ビ タ ミ ン を要求せ ず Rham −

nose を 同化す る点等 に 於 い て 相 違 す る． こ の 点か ら見れ ば著者等が 分 離 し た 菌株 は H ・Ctferrti に 近 縁 の もの で

あ るが ， こ れ らの 菌株 は 代表 的 な 天然培地で あ る麹汁乃至麦芽汁培地上 H ・anomala に 属す る他 の strain と明

らか に 異 り， その 産膜性 の 極 め て 微弱な る事 は LODDER や BEDFORD の 提唱す る如 く分類上 の一標徽 とす る
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No ．287

圏
　 No ．28フ

No ，287

　 　 　 　 　 　 　 No．289

Fig．　I　Ce 駐s　i1ユ 駐 ｝alt 　ex 亡ract

驪
No ．289

（× 500）

Fig．　II　Ascus　and 　ascospores （x1 ．000）

No．290

蛎

Fig．290

　　　　　　　　No ．289　　　　　　　　　　　　　　　　　　　No ，290
F三9・III　 Sえid・ cu 星t・… np ・t・t・ ・g・ ・ （・ 500）

No ．289 　　No・288　　H ．　anomala 　乏乙　αme 刀 2ala　　　　N ⊂）− 28フ
　　　　　　 var ・Ctferril 　　 var ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 subPel

’
ieutasa

　　　　　 （NRRL ，　Y 一匪322＞，（NRRL ，
　Y −1683）

Fig・IV・P ・11i・1・ f・・皿 ati。 n 。a 珂 三e・t・a ・t

（327 ）

」
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〈32B ） （小玉 ，京 野 ，

’
小玉 ）

「
産 膜 酵 母 菌 に

’
関 す る 礁 究 　

「
（第 12報 ）

を 妥当と認 め著者等も独立し た一種とせ ず LQDDER の 提唱に 従 つ て ， 本菌株群 の もの を Hanseimta　anomala 　var ．

ti：ferrii　LODDER 　ct・　KREC ｝ER −VAN −　RIJ と した ．
「
本菌株群の もの は本邦に於い て従来報告されて 居 らな い もの で あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総
』
　　　 括　　　　　　　　　　ζ

　第 11次 に 検索 し た 菌株 4株に 就 い て ，菌学的諸性質 を吟 味 した 結果，麹 汁及 び 麦芽汁上 産膜性 を欠 くか又 は極
め て 微弱な性質 を重 視 し

　Hansenula　anemala 　var ．　ctferrti 　LODDER 　 et　KREGER −VAN 　RIJ

・に 同定 した。

　終 りに 臨み ，終 始 御指 導 を 賜 わ つ た 小 田 先生 に 厚 く感 謝 の 意 を 表 す る．夊 御校閲 を賜 わ b， 種 々 御 教 示 を戴 い

た 斎藤先 生，照井先生に 衷心 よ り感 謝 の 意 を表 す る．又 WICKDRHAM よ り菌株標本分譲の 御高 配 を戴 い た 醸

酵 研 究所長 谷 川 武 治 氏 に 謝意 を 表 す る．

　 （本 報 の 工部 は 昭 和 32年 3 月 ， 小 田教 授 退 官記 念講演会 に 於 て 発 表 し た ）．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 文 　 　 　 　 　 献
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，
： The 　 yeasts

（1952）．　　　 3） WlcKERHAM ，　LJ ．： Tech ．　Bull．，　No．1029，　U ．s．　Dept．　Agric．，　washington ，
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4）BEDFoRD
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， 341628 （1942）．　　　　　　　　 （昭 和 32， 7，25 受 付 ， 経 費著 者 負担 ）

産 膜 酵 母 菌 に 関 す る 研 究 （第 13報）

Hansenula属 （7｝ 分離検 索 した菌種の 分類

小 玉 健 吉 ・京 野 忠 司 ・小玉 正次郎 （小玉 醸 造 株 式 会 社 醗 酵 研 究 室 ）

　著者等 は Pichia属 に 引続き， 新たに 分離しtF　Hansenuta属の 野生株及び WICKERHAMD ，　BEDEORDM の 命

名 した 数株等併せ て 238株 に 就 い て ，
Pichia　Ptに 於 け る と同 様 STELLING −DEKKERs ）．　 LODDER4 ）及 び WICKERH ．

AM1 ）等の 分 類方針を検討 しつ 〜 分類を試み た ，

　
LODDER 等 は Pichia属 に 就い て は ， 胞子 の 形状 を全 く無視し， 糖類 の 同化性 を主要条件 とす る分類方針を採

つ た が ， 本属に 就い て は胞子 の 形状を分類上 の 第一条件 と して 居 る 事 は ， 本属の 胞子が 夫 々 特徴 あ る形 状 を 呈す

る 事実 よ り適 切 な る分 類 方 針 と考 え られ る。し か し著者等 の 様 に 同属中 の 多数の 野生株 に就 い て 検索 した結果よ

り考察す る と，
DEKKER

，　LODDER の 両氏共その 胞子 の形状 に就 い て の 観察が 不適確で あ る事が 認 め られ る．即

ち LODDER 等は 本属の 分類表に 於い て ， 胞子 の 形状に 依 つ て la・Spores＆Lturn −shaped
，
　lb．　Spores　of 　different

shape に 大別 した 後・更 に 糖 類 の 同 化 及 び 醸 酵性に 依 り各菌種に 分類 して 居 るが ，
　LODDER 等の 1b．　Spores　of

different　shape 　（DEKKER の la項 に 該当す る） に属す る 菌種群に 就 い て ， その 胞子 の 形状 を検討 す る と ，

H ．anomOla 　group を始 め 大多数 の 品種が特有の 帽子形 を呈 し，唯　H・∫嶼むθo伽 ∫ の 1種あみ KE6CKERb ）
の

記 載 に 依 る
“Spherical　or 　somewhat 　fiattened

”
の もの で あ り，　 DEKKER ，　LoDDER両氏共大 多数 の specics の

胞 子 が 帽子形 を 呈 し，唯 1 種 の み 異つ た形状を 呈す る もの を 1群 と し，
different　shape とす る事を妥当で な

い と考え られ る．而 も両 氏 共 H ’
suaveotens の 貯蔵標本に 就い て 追試 した 結果，該種 は 既 に 胞 子 の 形 成力 を失つ

て 居 り， 何 れ も原著者 KLOCKER の 記 載に 依 り推載検 討 して い るに 過 ぎない ，しか し著者等が 多数の 新鮮な野

生 株 に 就 い て 再検討 し た 結果 ， LODDER 等 も指摘 し居 る様に H ・suaveolens は H ・saturnus と多 くの 菌学的性質
に 於 い て一致 し て 居 るが，唯胞子の 形状 に 於い て H ・saturVIUS は 典型的な 土星形 で ，中央 に 大油滴 と 共 に 明 ら

か な一
環帯 を有す るが ， H ．　SttaVeetens は各種 培 地 を通 じ，著者等が 先 に 発表 した 6） b ・c ・d 型で 決 して一

環帯

を 認 め られ な い ．こ の 点 W エCKERHAM は新 に 分離 した H ・suaveotens 　NR 寧L ，　Y ・1725 に 就い て ， 胞子の 形状 を

H ．saturaUS の そ れ と比較 した結果，　H ．　suaveotens 種 は一
環帯が極 めて 薄 い の で 油浸装置で も 認 め る事が 出 来な

い が ， apiculate 　appearance で あ る事 は 環帯の 存在 を 暗示す る 旨述 べ
， 両 菌種を Ascospores　Saturn−sliaped ．．　or

spheroidal 　without 　ring の group に 一
括 して い る．こ の 点著者等が多 くの 野生 株及 び 上 述 H ．　suapaetens 　NRRL ，

Y −1725 に 就 い て 再検討 した 結果， 検鏡 の 場合に 於ける子嚢の 方向に よ つ て ，b ・c ・d 型 を呈す る様 に観 察 され
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